（鯖街道熊川宿　説明看板：番所）

熊川番所

熊川番所は、熊川宿という宿場町を通過する旅行者を監視するために、小浜藩の藩主であった酒井 (さかい)忠 (ただ)勝 (かつ)（1587年～1662年）によって寛永時代（1624年～1644年）に建てられました。1645年に作成された若狭・敦賀地方の歴史ある地図では、熊川番所は熊川宿の中心に描かれていますが、18世紀後半に作成された地図では、番所を上ノ町地域の現在の場所に配置しており、これは、番所が17世紀後半または18世紀のある時点で移転されたことを示しています。

番所の運営
番所には、旅行者を検査・尋問し、旅行許可書の確認や若狭街道に沿って運ばれる物品に税を課すことを任務とする2人の役人が配置されていました。若狭街道は、小浜そして日本海を京都（当時の首都）と結ぶ交易路網の中で最もよく行き来されていたので、これらの税は藩の大きな収入源でした。江戸時代（1603年〜1867年）、このような番所は、国中の藩の支配を維持するため、徳川幕府によって利用されました。特に、商品への課税や、武器の移動、女性の旅行に関しては厳しく規制されました。幕府が1867年に滅亡した後、1870年に衛兵所は廃止されました。その建物は後に改築され、個人の住居として使用されました。

修復と展示
2002年、旧番所は若狭町に買い取られ、元の姿に戻すために修復されました。中にある等身大の2人の人物像は、渡航文書の確認と宿場町を通過する商品の税の徴収を担当する役人を表しています。後ろの壁に展示されているのは、弓、矢、鉄砲、そして捕物に使用された3つの武器のセットです。これらには、刺 (さす)股 (また)（容疑者を固定するために使用されるU字型に分岐した先端を備えた棒）、突 (つく)棒 (ぼう)（ころばせたり、押したり引いたりするために使用されるT字型の先端を備えた棒）、そして袖搦 (そでがらみ)（衣服を引っ掛けるために先端に鉄のとげが付いた棒）が含まれます。
